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 ワーキングメモリーは、Ｂａｄｄｅｌｅｙらにより 1970年代に提案され、現在まで展開され続けてい

る、認知心理学領域における主要概念である。発達障害のメカニズムを考える上で、ワーキン

グメモリーという概念は重要な役割を有しているといえる。学習障害、ＡＤＨＤ，自閉症に関し

てそれぞれ多数の研究が進められ、ワーキングメモリーはいずれの障害においても関与するこ

とが認められているものの、各障害において主要原因とみなしうるかどうかについては議論が

錯綜している。しかし少なくとも学習障害領域では、ワーキングメモリーは、その障害メ

カニズムに密接に関連しており重要な要因であるといえる。本論では、特に読み活動を

中心にワーキングメモリーの役割を検討する中で、学習障害研究と認知科学の関係を考

えてみたい。 
 
１．“読み書き“という行為 
 「学習障害とは、基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く・話す・読む・書く・計

算するまたは推論する能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な様態を

示すものである」（文部科学省,1999）。聞く・話す・読む・書く・計算する、というそれぞれの機

能が、ヒトの創り出した音声刺激や視覚刺激に対する内部表象への変換作業あるいは動作へ

の表出作業を扱っている。そしてそれらは（“推論”も含め）、種々の様態のコミュニケーション

を可能にしている重要な機能である。 
 しかし、読み書きという行為は、人類の歴史からみれば、まだまだ新しい営みに属するといえ

よう。それは、脳の働きからみれば、まだ専用の回路を獲得したとはいえない状況なのかもし



れない。古代には、読むこと書くことは、限られた専門家の仕事であった。しかし時を経て近代

に至り、学校制度の確立とともに、読み書きは、国民の義務となっていったのである。それは、

日本でいえばわずか 100 年ほど前のことに過ぎない。 
 読み書きは、少なくとも発達途上においては、脳の諸機能を総動員する作業であるといえる。

義務教育において最も基礎能力であるとされる“読み書き”の能力が獲得されるのは、実は容

易なことではない。ヒトの脳は無論、コンピューターのような“機械”なのではなく、遺伝と環境の

関わり合いを可能にする生物学的基盤の中で、時間をかけて創りあげられていく壮大なシステ

ムなのである（室橋,2007）。 
 そこには、当然のことながら、ある環境内での個体差が存在する。読む能力、あるいは書く能

力がいち早く獲得され、その能力を円滑に使いこなせる子どもいれば、時間をかけてゆっくり

その能力を獲得し,その能力を円滑に使いこなすことは困難な子どももいる。そのような様々な

ありかたは生物学的には極めて自然なことであるといえるが、他方で文化・社会の発展は、そ

のような子どもの能力の在り方を、ある範囲に収めることを求めるようになってきた。また私たち

の知覚・認知には、曖昧な刺激の存在を許さずに“白か黒か“に峻別する特性がある。そのよう

な特性の存在のために、私たちは子どもを”できる“、”できない“に峻別する傾向をもつことに

なる。 
 ヒトは目的に向かって“努力”することができる。ある構えをつくり、時間をかけて関連する学

習を行い、最終的には関連する 1 つひとつの機能を統合して所与の目的を達成するシステム

として創り上げていくのである。教育は、そのような機能を最大限に発揮させようとする営みで

あるといえる。読み･書きは、教育の出発点に位置する重要な基礎的機能であり、幼児期・児

童期の大部分をかけて習得されていく。読み・書きのような行為において働く脳の重要な機能

は、情報の変換と統合といえるであろう。そのような場合に重要な役割を果たす認知心理学的

システムが、ワーキングメモリーである。 
 
 
２．ワーキングメモリー・システム 
 Hebb(1949)が神経系の永続的な変化を含む長期記憶と、一時的な電気的活動による短期

記憶の区別を提案して以来、記憶研究はめざましい発展を遂げてきている。認知科学領域で

は、Atkinson and Shiffrin(1968)の記憶２要因モデルが有名であるが、次第に記憶のダイ

ナミックな過程が注目されるようになった。 
 さて、ある目的に関連する機能を統合していくときに、密接に関連する重要なメカニズムが、

ワーキングメモリーというシステムである。ワーキングメモリーは、Baddeley and Hitch(1974)
により提唱された極めてシンプルな、何らかの事態に直面した際に短時間のうちに生じる入力

情報の処理に関連する記憶システムのモデルである。Baddeley らの提案したワーキングメモ

リーは 3 つの部分からなる。視空間刺激入力用のいわばメモ帳である“視空間スケッチパッド”、

言語音声入力用の“音韻ループ”、作業を監督する役割をもつがその処理資源に限界のある



“中央実行部”である。 
 その後、このモデルはさらに発展して、エピソードバッファが付加された（Baddeley,2000）。
このサブシステムは、視覚・聴覚など多次元的符号化を可能にし、またエピソードを統合的に

創出するための情報結合を可能にするものであるが、容量は限定的である（Repoves and 
Baddeley,2006）。 
 
（１）音韻ループ 
 音韻ループは、言語情報の特定的処理に関与する２つの成分からなると考えられている。1
つは、音韻貯蔵部（phonological store）であり、これは、２，３秒間で減衰する音響的あるい

は音韻的なかたちの記憶痕跡を保持する。もう一つは調音リハーサル部（articulately 
rehearsal）であり、内言的性質をもつ（Repoves and Baddeley,2006）。調音リハーサル部の

機能は、音韻貯蔵部に保持されている内容をリハーサルし、再調音して記憶痕跡をリフレッシ

ュすることである。また音韻貯蔵部の容量は、利用可能な時間内に調音できる項目数によって

制限される。 
 
（２）視覚的空間スケッチパッド 
 視覚的空間スケッチパッドは、視覚的、空間的情報の維持と操作に関連すると考えられてい

る。これには、空間情報と視覚情報を扱う独立した２つの部分が存在すると考えられている

(Repovs and Baddeley,2006)。これらは、それぞれ独立した貯蔵部と維持・操作機能をもつ

とみられている。また、音韻ループになぞらえて、視空間スケッチパッドにも、visual cache と

呼ばれる受動的視覚貯蔵部と、inner scribe と呼ばれる動的空間リハーサル部が存在すると

考えられている(Logie,1995)。 
 視覚ワーキングメモリーは、通常３つから 4 つの特徴を扱うことができるが、場合によっては

16 以上の特徴を扱うことも可能であることから、それらの特徴が統合された対象（object）のか

たちで情報を保持していると考えられる。単純な課題ではより多くの特徴を扱うことができるが、

複雑な課題になると扱いうる特徴の数は減少する。また特徴結合そのものは概ね自動的に行

われるが、後続の処理によって容易に妨害されてしまう(Repovs and Baddeley,2006)。 
 我々の視覚的世界（見え）は比較的安定しているが、これは視覚ワーキングメモリによって支

えられていると考えられる。ある場面のごく一部に変化があっても、我々はそれに極めて気づ

きにくい。その変化を検出できるのは、何らかの関心を持つ領域に限定されるのである。 
 入力情報の視覚ワーキングメモリへの転送は、経験などに基づくトップダウン的処理の影響

を受けることが知られているが、他方で視覚的手がかりといったボトムアップ的処理の影響も受

ける。知覚はトップダウン的処理とボトムアップ処理の双方の影響を受けながら成立する。視覚

ワーキングメモリは、視知覚が成立する“場所”であるといえるかもしれない。認知に関わる障

害において、視知覚成立に向けたトップダウン的処理とボトムアップ的特徴の影響のあらわれ

かたに差異が生じうる（室橋,2008）。そして、視覚ワーキングメモリは、知覚のみならず視覚的



イメージにも密接に関連している。 
 空間ワーキングメモリにも、受動的な情報貯蔵部と動的なリハーサルメカニズムが存在すると

考えられている。随意的な眼球運動が、空間ワーキングメモリーを妨害することが多くの研究

によって認められている。このように、眼球運動のコントロール過程は、位置特定的な情報を扱

う空間ワーキングメモリに関与すると考えられている。そのほかにも、腕の動きなど身体運動も

空間ワーキングメモリに影響を及ぼすことが知られている。これは、実際の動きでなくとも、動き

を 想像す る だけで も影 響 す る こ と が知ら れ てい る （ Quinn and Ralston,1986; 
Johnson,1982）。随意的な注意も、腕の運動も、いずれも空間的注意の切り替えを伴う。もし

空間的注意の切り替えに関わるシステムがそれらに共通のものであるのならば、それらは相互

に干渉しうることになろう。空間ワーキングメモリ内に保持されている位置から注意を他へ切り

替えると、その位置情報を保持する能力が損なわれることが知られている(Smyth,1996)。この
ようなことから、空間ワーキングメモリーと空間的選択的注意とは、相互にオーバーラップする

機能であろうと考えられている。空間ワーキングメモリー内の情報を活性化しておくリハーサル

的な機能は、記憶された位置情報に注意を焦点化する作業でもあるといえる。 
視覚探索課題もまた、空間ワーキングメモリと関連性を示すことが知られている。視覚探索

課題も空間ワーキングメモリーも、空間的注意の配分という点で共通しているとみることができ

る。他方眼球運動は、空間ワーキングメモリーに対して、注意の切り替えよりも強い影響力をも

つとする考えもある。眼球運動の統制過程は、位置特定的表象の短期リハーサルに決定的影

響を与えるとも想定されている(Peason and Sahraie,2003)。視空間ワーキングメモリーと眼

球運動の強い結びつきが存在するとすれば、空間ワーキングメモリーにおける位置情報は、

眼球運動レベルでも表象されている、と考えられよう。 
 
（３）中央実行部 
 中央実行部は、ワーキングメモリシステムのモデルにおいて最も重要な部分であるが、また

その機能がよく解明されていない部分でもある。中央実行部は、一般的処理資源に密接に関

わる部分であるが、その容量は限定的であると考えられてきた。 
 日常的な出来事に対しては習慣的対応が可能だが、新規事態では入力される刺激情報と

長期記憶情報が活発に結合されることになろう。このようなとき、注意機能には処理容量の限

界があり、そのコントロールが重要になる。したがって、中央実行部の最も重要な役割は、注意

のコントロールであるといえる。限界のある容量を有効に利用するためには、注意の切り替えを

柔軟かつ効率的に行うことが要請される。また入力情報と関連する長期記憶を結びつける役

割も重要となる（Repovs and Baddeley,2006）。 
 中央実行部には、情報貯蔵成分と一般的な認知処理過程群が存在する。そして、貯蔵部内

には、まさにこれから処理を受ける、あるいは受けつつある情報が存在している。複雑な課題

下では、中央実行部は、注意コントロール資源として機能し、注意を焦点化して施行されてい

る課題間での注意の分割や注意の切り替えを行う。このような状況では、音韻ループは実行



プログラムの一時的な貯蔵成分のひとつとして機能し、視空間スケッチパッドは視覚的、空間

的注意を誘導する役割を果たすことになる（Repovs and Baddeley,2006）。 
図２挿入 

（４）エピソードバッファ 
 エピソードバッファは、音韻ループや視空間スケッチパッド、それに長期記憶から、当該事象

に関連する視覚・聴覚など異種の情報を集めて、ひとつの多次元表象を創り出す“場所”であ

る(図２)。エピソードバッファは、まだ発展途上のサブシステムのモデルであり、今後の研究が

必要とされている。エピソードバッファにも容量制限があり、それは中央実行部の働きに依存し

ている。ここでの情報のリハーサルは意識的な覚知に基づいて行われ、新しい表象を創出し

て操作する。そしてそのことが、新たな心理的空間を創り出すことを可能にする。この際、脳活

動としては、前頭領右側が活発になることが知られている(Prabhankaran, Narayanan, 
Zhao et al.,2000)。 
 このようにエピソードバッファは、心理的活動に重要な役割を果たすことが想定されているサ

ブシステムである。ここである課題に必要な情報群が一時的に保持され、その間に統合されて

さらに必要な諸操作が行われていくのである。 
 
 
３.ワーキングメモリーと言語 
 上述のようなワーキングメモリーシステムは、ヒトが新しい事態におかれ、あるいは新しい課題

に直面してそれを解決するように求められる状況で活躍する。現代のヒトが文化に直面し、社

会に参加する上で重要な役割をもつ心理的機能が言語であるが、その獲得は前述のごとく決

して容易な作業ではない。そこでは、ワーキングメモリーシステムが十全に機能することが求め

られる。 
 
（１）音韻ループ 
 ワーキングメモリ−、特に音韻ループは、母語の学習に重要な役割を果たしていると考えられ

る。Baddeleyらは、音韻ループが新出語の新奇な音韻形態を学習する際に、決定的役割を果

たすことを指摘している（Baddeley, Gatherecole, and Papagno, 1998）。彼らは、通常発達を示

す４才児に卑語復唱や絵画語彙テストなどを実施し、５歳時にも同様の検査を行った

(Gathercole &Baddeley, 1990; Gathercole, Willis, Emslie, & Baddeley, 1992)。その結果、語彙

と卑語復唱が比較的高い相関を示した（r=0.525）。Baddeleyらは、その後も４−１３歳の子ども

たちを対象に同様の検討を行い (Baddeley, Gathercole, & Papagno, 1998)、数唱よりも非語の

復唱が語彙獲得のよりよい指標であることを見いだしている。これは、親近性の低い音韻系列

を復唱しなければならないという状況が、言語学習状況と類似しているためであろう

(Baddeley,2003)。音韻的記憶がより有効に働く子どもでは、それだけ言語獲得は有効に行わ



れ、また獲得され長期記憶に格納されている語彙群が、エピソードバッファ上で非語復唱を助

けることになろう。 
 Gathercole(1995)は、英語に類似の非語と類似性の低い非語を作成し、被験者に提示した。

その結果、英語に類似の非語の方が、そうでない非語よりも復唱が容易であった。このことは、

言語習慣が非語復唱に影響していることを示している。また英語と類似性の低い非語の復唱

成績は、その後の語彙学習成績とより密接に関連していた。 
非語の復唱においては、音韻ループと調音リハーサルの両方が関連していると考えられる。

調音リハーサルが、初期言語獲得により密接に関連していると想定され,音韻ループは言語種

には比較的関連しないと考えられる。Gathercoleら（Gathercole, Pickering, Hall, and 
Peaker, 2001）は、7-8歳の子どもを対象として、４語のうち2語の語順が同じか異なる２つの語

系列を聞かせ、2番目の系列と1番目の系列の再生または再認（異同弁別）を課題とした（例え

ば第一系列がdog, pen, hat, tipであるとき、第二系列が dog, hat, pen, tip）。その際、非語

が含まれている系列の方が、含まれない系列よりも成績が低かった。また成人を対象として同

様の課題を実施した結果、系列再生の場合には語彙性効果がみられたが、再認の場合には

認められなかった。系列再生における語彙性効果は、非語の音韻同定における誤りの増加か

ら推定された。この語彙性効果は、再生の場合における項目情報の再統合に起因するのでは

ないかとみられた。同様の現象は第二言語の場合にも見出されており、系列再生時に母語の

優位性が明確に認められたが、再認時には認められなかった。これらのことから、言語習慣の

存在は、音韻貯蔵部に直接影響を与えるのではなく、表出あるいはリハーサルを通して語彙

を獲得する場合に、最大の効果をもつと考えられる(Baddeley, 2003)。 
 Adamasらは、言語処理とワーキングメモリの関係を発達的観点から論じている。彼らは、

ワーキングメモリの音韻性成分が言語発達において果たす役割、特に音韻表象の長期学習

における役割について検討している（Adams and Willis,2001）。またBaddeleyらによるモデ

ルの効用と限界について検討する中で、処理資源の限界性について論じている。この限界性

は、処理の自動化が密接に関連していると想定され、もし自動的に処理できない新奇な音声

形態を行う場合には、ワーキングメモリの音声成分がその刺激情報を保持することが求められ

ることになる。この場合、その保持は、子どもが作り出せる発声の複雑さの程度に依存すること

になる。 
 

（２）視空間スケッチパッド 
 視空間スケッチパッドは、言語獲得については、音韻ループほどには中心的役割を果たして

いないようにみえる。しかし乳幼児期において、ある物体あるいは事象に対してある音声的表

象を結合することが言語獲得の初期過程であるとすれば、そこには視空間スケッチパッドも一

定の役割をもつことになろう。現代では音声言語獲得にあわせて、書記言語獲得が開始され

る。この時点は、視空間スケッチパッドは、書記素、形態素の獲得に重要な役割を果たすこと

になると想定される。また、書記言語獲得後も、日常の読み活動における視空間スケッチパッ



ドの役割は重要であり、文章群の表象を維持し、眼球を文章の初めの部分から次へ移してい

く際に重要な機能を有している。なお視空間スケッチパッドは、算数領域においてより重要な

役割を果たすと考えられる。 
 
（３）中央実行部 
 中央実行部は、ワーキングメモリースパンの個人差を決定する主要因子のひとつであると考

えられる。ワーキングメモリーのスパンは、通常、処理と貯蔵を同時に要求される課題を用いて

測定される。文章を音読しながら各文章の指定語を記憶しておき、あとで再生を要求されるリ

ーディングスパンテスト(Daneman and Carpenter,1980)や、暗算課題中に挿入された単語

の記銘を求められるオペレーションスパンテスト(Tuner and Engle,1989)などで測定される。

ワーキングメモリースパンは、読みを含む複雑な認知的スキルにおいて頑健な予想因子であ

ることが知られている。したがって中央実行部は、ワーキングメモリーシステムにおいて、読み

活動を支える主要な要因であるといえる。ただしワーキングメモリスパンの差が言語理解の程

度に大きな影響を及ぼすことは疑いないが、他方で関連する意味的知識の程度も言語理解

の程度に影響する重要な要因である（Baddeley,2003）。 
 苧阪らは、成人被験者をリーディングスパンテストの結果により高スパン群と低スパン群に分

け、リーディングスパンテスト遂行中の脳活動を fMRI により測定した（Osaka and 
Osaka,2007）。その結果、高スパン群では前頭前野背外側部（ＤＬＰＦＣ）、帯状回前部（ＡＣ

Ｃ）、上頭頂小葉（ＳＰＬ）を主要な要因とする実行系機能が、より活発に働くことが示唆された。

ＳＰＬでは視覚的注意の統制や注意の切り替え、焦点化などに重要な役割を有していると想定

されている。またＤＬＰＦＣでは注意の維持が、ＡＣＣでは課題達成のために必要な注意管理

（葛藤解決や不必要情報の抑制など）に関与すると想定されている。ＳＰＬは、ＤＬＰＦＣやＡＣ

Ｃと協働して実行機能の役割を果たしていると考えられている。この結果は、リーディングスパ

ンテストという状況での限られたかたちではあるが、読み活動中の注意管理に関する中央実行

部の機能を、脳活動レベルで示したものといえよう。 
 
（４）エピソードバッファ 
 エピソードバッファの役割は、その課題において必要な視覚情報や言語情報などを関連す

る長期記憶情報とともに結合し、多面的な要素を持つひとつの表象とするための作業を行うこ

とにある。読むという行為は、まさにそのような作業の連続の中に実現するといえよう。 
 現時点では、言語学習や読みに関するエピソードバッファの役割についてはまだ十分に検

討されておらず、今後の研究が求められよう。言語的理解においてエピソードバッファが果た

すと想定される役割は、意味論的領域のみならず、統語論的領域ならびに語用論的領域に

及ぶことになろう。 
 Rudner ら(Rudner and Ronnberg,2008)は、エピソードバッファは必ずしも中央実行部機

能を必要とせず、他のネットワーク群との協働を必要とすると想定している。しかし、文章処理



中には、中央実行部とエピソードバッファの協働が必要になるとしている。また Rudner ら

(Rudner, Fransson, Ingvar, Nyberg, and Ronnberg, 2007)は、ニューロイメージング研究

からエピソードバッファの創出には頭頂領が、その維持には前頭領が関与していると想定して

いる。 
 
 
４．読み困難とワーキングメモリー 
 ワーキングメモリーは、前述のごとく、読み能力の獲得と流暢な使用の際に重要な役割を果

たすと想定される。したがって、ある子どものワーキングメモリーが十全に機能しないならば、読

み能力の獲得に時間を要し、また流暢に使用することに困難を生じることになろう。 
  Gathercole ら（Gathercole, Alloway, Willins, et al.,2006）は、ワーキングメモリーと読み

ならびに算数能力との関係を、言語や記憶などの能力を測定してそれらとの関連性を検討し

た。この研究には、平均年齢 9 歳（6－１１歳）の子どもたち４６名が参加した。彼らは、付加的

教育支援を必要とする児童と認定されていた。行動的・情緒的問題は有していなかった。

Wechsler Object Reading Dimension （WORD）など数種類の言語、記憶、音韻などの検

査を受けた。その結果、読み困難度は、複雑記憶(ＷＭＴＢ−Ｃ：逆唱、点数え、リスニングスパ

ンからなる児童用ワーキングメモリーテストバッテリーにより測定)、言語、音韻 STM,音韻覚知

能力と関連していた。他方、算数困難度は、複雑記憶、音韻 STM、音韻覚知能力と関連して

いた。これらのことは、複雑記憶課題で示されたワーキングメモリースキルが、読みと算数の技

術と知識の獲得において重大な制約となることを示唆している。 
Berninger らは、１２年にわたる研究から、ワーキングメモリーのサブシステム機能と遺伝子の

関連性を検討した。その結果、６番染色体上のＤＮＡ変異が、急速・自動的切り替えの緩慢、

不注意、目標指向活動と結びついている可能性を指摘した。また１５番染色体上のＤＮＡ変異

は、音韻的な word-form と結びついている可能性が指摘された。ディスレキシアをもつ子ども

では、形態的 word-form により焦点化することが要求されると推定された。また音韻ループ機

能の維持により強い困難を有することも指摘された。さらに、書記素ループ機能も損傷してい

る場合には、アルファベットの書字学習にも困難を有することが指摘された。中央実行部の損

傷では、口語ならびに書記言語の処理においてワーキングメモリーの効率性が妨げられること

が指摘された（Berninnger, Raskind, Richards, et al.,2008）。 
 Schuchardtらは、特異的学習障害（specific learning disorders）のある２７名の子ども（２−

７学年）を対象とし、ディスレキシア並びに算数障害の有無を変数として、ワーキングメモリー機

能を調べた。その結果、算数障害では視空間記憶が、ディスレキシアでは音韻ループと中央

実行部がそれぞれ障害されていた（Schuchardt, Maehler, and Hasselhorn,2008）。 
 Swanson らは、読み障害のみの子ども、読み並びに算数障害のある子ども、言語性ＩＱの低

い読み障害のある子ども、そして読みに熟達している子どもの４群８４名（１１−１７歳）について、

３年間にわたるワーキングメモリー機能の縦断的研究を行った。その結果、読み熟達群がワー



キングメモリーのより高い成長を示した。また音韻ループに示される短期記憶よりも、注意の統

制に示されるワーキングメモリー機能の方が、読み理解と読み流暢さの成長により密接に関連

していた。このことは、読み障害の背景に存在する、ワーキングメモリーの実行成分の成長が

阻害されるという考えを支持する（Swanson and Jerman,2007）。 
 Kibby らは、読み障害のある子どもと定型発達を示す子ども２０名ずつ（９−１３歳）を対象とし

て、Baddeley のワーキングメモリーモデルの３つのサブシステム機能を調べた。その結果、読

み障害のある子どもでは音韻ループが損傷していたが、視空間スケッチパッドと中央実行部

は損傷されていなかった。そして、音韻処理については音韻貯蔵部における損傷が推定され

た。（Kibby, Marks, Morgan, et al.,2004）。 
 Ｊｅｆｆｒｉｅｓらは、特別な教育的ニーズ（ＳＥＮ）のある子ども（合併症のないディスレキシア２１名

と協調運動障害（dyspraxia）、情緒･行動問題などを含む困難のある子ども２６名）とニーズの

ない子ども４０名を対象として、ワーキングメモリー機能を検討した。その結果、ＳＥＮのある子

どもたちは、音韻ループ機能において低い成績を示した。しかしディスレキシア群は合併症群

に比べて、音韻覚知の成績が低かった。他方、ディスレキシア群の視空間スケッチパッド機能

は、ニーズのない群と同様の成績を示した。合併症群では視空間機能に関する成績は、大部

分の検査で最も低かった。（Jefries and Everatt,2004）。 
 Ramus らは、ディスレキシアを対象として行われた研究のうち、音韻表象欠陥説にかかわる

ものを検討した（Ramus and Szenkovits,2008）。その結果、彼らはディスレキシアにおいて

は音韻表象が生成されないのではなく、音韻表象へのアクセスが困難であるとする仮説を提

案した。すなわち、音韻貯蔵部や音韻ループにおける問題というよりは、中央実行部あるいは

エピソードバッファの問題であると想定することになろう。Ramus らは、感覚表象へのアクセス

の一般的困難なのでは必ずしもなく、ケースによって異なると想定している。 
 
このように、ディスレキシアを対象とした研究では、いずれも音韻処理に関する問題が指摘さ

れているものの、どのような処理に問題があるのかについては、確定しない。研究によって用

いられる課題内容も様々であり、対象となる子どももその特性については多様であると想定さ

れる。ワーキングメモリー機能と「障害」との間に一義的な関係を見いだすことには、困難が予

想される。 
 土田らは、自閉症スペクトラム指数（ＡＱ）とワーキングメモリ容量との関係を、定型発達成人

（大学生）を対象として検討した（土田、室橋,印刷中）。その結果、ＡＱのより高い群では低群

よりも視空間ワーキングメモリーの容量が小さかった。他方、音韻性ワーキングメモリーの容量

には、差は認められなかった。自閉性障害のある人では、音韻性ワーキングメモリー容量と視

空間ワーキングメモリー容量との間に乖離があることが知られており（Williams, Goldstein, 
Carpenter, et al.,2005）、定型発達の範囲内でもそのような傾向が存在することを示唆して

いる。学習障害と診断される子どもたちの中には、自閉性障害の認知特性を合わせて示す子

どもも存在する（片桐、室橋,2009）。土田らの結果と併せて考えれば、学習障害領域における



視空間ワーキングメモリーの問題が、自閉性障害の要因をも含んで発現する可能性が示唆さ

れる。 
 
 
５．認知科学と学習障害研究 
 本稿では、ワーキングメモリーシステムについて、Ｂａｄｄｅｌｅｙの考え方に基づき、言語関連の

研究の一部を紹介した。ワーキングメモリー概念は極めてシンプルであるが、それだけに記憶

という面からの「こころのモデル」たりうるか、という疑問はつきまとう中でもエピソードバッファと

いうサブシステム概念は興味深いが、心の中核的な機能を扱うとみられるだけに、今後の研究

の展望は必ずしも容易ではないであろう。しかし、「学習障害」という概念が子どもの言語学習

に関わる多くの困難を取り込み複雑さを内包しているだけに、その解明のためにはシンプルな

“分析のための道具”が有用となるかもしれない。認知心理学は、コンピュータサイエンスを強

力な背景として誕生した。それだけに機械論的把握という側面は強く存在するが、そのことを

十分に念頭に置きつつ、このシンプルな道具を用いて「学習障害」を読み解く作業を行ってみ

ることには、意味があると考える。さらに本稿では学習障害領域に限定してワーキングメモリー

システムを検討したが、ワーキングメモリ—に関連する問題は、ＡＤＨＤや広汎性発達障害の領

域 で も 検 討 さ れ て い る (Doyle, 2006;Martinussen, Hayden, Hogg-Johnson, et 
al.,2005;O’Hearn, Asato, Ordaz,  et al.,2008;Happe, Booth, Charlton, et al.,2006)。
教育という観点から発達障害をみるとき、医学的診断概念とは別に、ワーキングメモリー障害と

いう視点をおき、その心理学的メカニズムに対応した学習指導･援助を共通して行うことが可能

となるかもしれない（室橋,2005）。これは今後の研究に待たなければならないが、認知科学か

ら発達障害をみることの意義は、そのような観点からも存在するであろう。ワーキングメモリーの

障害のある子どもには、学校における日々の課題は、過重なものとなっている可能性が高く、

結果として子どもたちは知識や技術の獲得が困難になっている。彼らのワーキングメモリー機

能に応じた学習指導が必要とされるのである。 
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